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　横山講師が日本の古典文学に目覚めたのは、高校２年の時に源氏物
語を漫画化した『あさきゆめみし』（作：大和和紀）を読んだことがきっか
けでした。といっても横山家は江戸期に土佐藩の藩校で国学などを教え
た学者の家柄で、古い書籍も多く残る環境で育ったことも影響している
ようです。主な研究テーマは源氏物語の享受の歴史。「時代ごとに源氏

物語の読まれ方が違います。同じ女性でも
作品の書写年代によって、好色な女と解釈さ
れたり、貞女と解釈されたりします。その時
代が求める女性像や倫理観が反映されるの
が面白いです」と話します。
　２０１６年に大阪工大に着任すると連携協
定を結ぶ奈良県川上村と深くかかわること
に。学部が川上村と共同で立ち上げたＷｅｂ
サイト「桜ライブキャスト」内に、川上村や
吉野地方にまつわる文学の連載「そらみつ

文庫」を始めました。同村の「あきつの小野公園」の桜をライブ中継する
サイト（代表：ネットワークデザイン学科・山内雪路教授）のコンテンツの
１つです。「桜中継のアクセス数は春に偏りますが、文学なら年間
を通して関心を持ってもらえるのではという狙いで開始しました。それ
に川上村は『古事記』『日本書紀』の時代から多くの文学作品に描かれ

　有機化学を専門とする軽尾助教は、特に医薬品の合成をより簡単に
行うことができる試薬や化学反応を研究してきました。昨年摂南大に
着任してからは、フッ素原子を医薬品などの化合物中に組み入れる
反応試薬の開発・研究を行っています。テフロン加工などで知られるフッ
素ですが、薬の構造中にフッ素原子が入っていると、体内にはフッ素を

代謝する酵素がな
いため、薬の効果
が長持ちするので
す。この特徴を活
用して開発された医
薬品もあります。
　摂南大の所属研
究室がフッ素原子を
有する機能的な化
合物の合成研究を
していたことで、「素
人だった」分野に

チャレンジしてみたいと研究に着手。効果的にフッ素を導入できる新し
い試薬の開発でした。着手して８カ月、試行錯誤を繰り返し、「ピリジ
ニウム塩」の構造を有する、新しいフッ素化試薬が完成しました。「誰
でも簡単に取り扱えるように、固体で量り取りやすいことと、水分でべ

とつくような吸湿性
がないものにする
のに苦労しました」
と振り返ります。し
かも既存の安価な
試薬を用いており、
試薬同士を混ぜる
だけで合成できると
いういくつもの独自性があります。今年３月には早くもその成果を学会
発表しました。今は開発した試薬とは異なる反応性や構造を有する新
しいフッ素化試薬の研究に取り組んでいます。「最終的にはフッ素原子
を任意の場所に入れられるような試薬や反応を開発し、抗生物質のペ
ニシリンなどの天然に存在する生理活性物質に適用することで、フッ素
原子を入れる場所によって薬の効果にどのような違いが表れるかなど
を解明したいです」と話します。
　闘病する祖母を近くで見ていて「もっと病気に効く薬を作りたい」と
考え、小学６年生から薬学部に進むことを決めていたという軽尾助教。
今後はある薬がどのたんぱく質と結合するかを探す手法「たんぱく質
のラベル化」も研究テーマの一つとして掲げています。薬の効果を
予測できる研究です。「趣味よりも今は研究一筋」と新たな可能性を
模索する日々が続きます。
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　Ｘ線による血管の画像検査にＡＩ（人工知能）を活用して、診断・治療の
精度を上げようと山本助教が研究に取り組み始めたのは２０１４年のこと
でしたが、これまでにその成果が学会で複数回表彰され、革新的な研究
として高い評価を受けています。
　血管画像の撮影には、血管内に造影剤を投入して血管を浮かび上が
らせた画像から、造影剤投入前の画像を“引き算”することで血管だけを

鮮明にするＤＳＡ（デ
ジタル差分血管造
影法）という方法が
一般的です。しかし、
ＤＳＡには動きに弱
いという難点があり
ます。心臓などよく
動く臓器では鮮明
な血管画像が得に
くいのです。そこで
山本助教が着目し
たのが、ニューラル
ネットワークなどで
注目され始めたＡＩ
の活用でした。ＡＩに

臓器の膨大な画像を
学習させることで、動
く臓器も認識して血管
だけをより鮮明に浮か
び上がらせることがで
きると考えたのです。「パソコンのセッティングだけで半年かかりました」
というほどのＡＩの素人だった山本助教は一念発起。「英語の論文を読ん
だり、研修会に参加したりしてＡＩを一から勉強しました」。やがてプログ
ラミングも習得し、試行錯誤を重ねること２年。ＤＳＡに活用できる独自
のプログラムを構築しました。
　医療現場で使えるようになると、①検査で「２０秒息を止めて」と言う必
要がなくなり、高齢者の負担が軽減②造影剤投入前の撮影が不要にな
ることで患者の被ばく量が減少③副作用のある造影剤の量の減少④放
射線技師の画像修正の負担も軽減、など多くのメリットが期待できま
す。今は心臓以外に肝臓、脳も研究対象に広げ、実用化に向けて画像の
精度を上げようとさらに臓器のデータを収集しＡＩに学習させるととも
に、プログラムの改良に力を入れています。
　臨床経験を増やし研究や教育に生かそうと東広島市内の病院で１０年
以上、非常勤の診療放射線技師として患者と向き合っています。「間違
えると再撮影で被ばく量が増えるので、撮影は学会発表より緊張しま
す」と言う山本助教。常に頭にあるのは「患者のために」です。

ＡＩ活用のＸ線画像診断で
患者の負担を減らしたい

■やまもと･めぐみ　２００３年広島国際大学保健医療学部診療
放射線学科卒。２００８年同大学院総合人間科学研究科医療工
学専攻博士後期課程修了。同大助手を経て２０１１年より現職。
２００７年日本放射線技術学会技術新人賞。２００８年日本医学
物理学会学術大会大会長賞。２０１７年と2019年日本放射線
技術学会総会学術大会BronzeAward。2017年同学会秋季
学術大会優秀演題賞。博士（医療工学）。福岡県出身。

■かるお・ゆきこ　２０１４年金沢大学医療保健学域薬学類卒。
２０１８年同大学院医薬保健学総合研究科博士課程薬学専攻
修了。同年から現職。薬剤師。博士（薬学）。富山県出身。

開発したＡＩ活用の診断画像を前に

東広島キャンパスのＸ線実習室で

続け、物語があふれる魅力的な地域です」。松尾芭蕉や現代の漫画も登
場し、伝統行事なども紹介。写真や動画も豊富な、まさに時空を超えた
新しい文学散歩です。「取材で車の運転を始め、休みのたびに川上村
へ通っています」と笑います。
　学部内のコラボレーションはこれだけでなく、「小倉百人一首学習
アプリ」（情報システム学科・須永宏教授）や「源氏物語絵巻パズル」（同）

などの学習支援ツール、
「信貴山縁起絵巻データ
ベース」（情報メディア
学科・平山亮教授）や
「ＶＲ伴大納言絵巻」（ネッ
トワークデザイン学科・
矢野浩二朗准教授）など
の開発に参加。情報科学
部ならではのネットワー

学生を指導する軽尾助教

開発した試薬

薬効を高めるフッ素を
薬に組み入れる新たな試薬開発

クの成果です。「崩し字をＡＩに学習させて昔の資料が簡単に読めるよう
になり、絵巻物をアニメーションにもできます。情報科学の力で古典文
学の魅力をもっと広めたいです」と更なる取り組みに意欲的です。

そらみつ文庫のWebサイト

■よこやま・えり　２００３年奈良女子大
学文学部言語文化学科日本アジア言
語文化学コース卒。２０１６年同大学院
人間文化研究科比較文化学専攻博士
後期課程修了。桃山学院大学学習支援
センター勤務などを経て２０１６年より
大阪工業大学特任講師、２０１９年より
現職。博士（文学）。長崎県出身。

小倉百人一首学習アプリと

　常翔学園内３大学の教育系職員数は
１０２７人で、そのうち女性は２２９人
（２０１９年５月現在）で、２２.３％の
割合です。第３回「JOSHO FRONTIER─
研究最前線─」では各大学の若手女性
研究者を紹介します。日本古典文学、
薬学、医療の各分野で新しい取り組みに
挑戦する注目の３人です。

JOSHO
FRONTIER

研究最前線

北村　はじめまして。今日はよろしくお願いします。私たちは平日の
昼休みに約１５分間の「常翔アフタヌーン スマイルステーション」
というタイトルの校内放送をしています。音楽を流す以外に何人か
でトークをするのですが、笑い声が特に大きくなってしまうのが気に
なります。どうしたらいいですか？
古川　私は「笑い声がうるさい」と苦情のメールをいただくことが
あります。だから素で笑う時よりは控えめに笑ったり、瞬間的にマイ
クから少し離れるようなこともします。でも笑わないのはつまらない
し、効果音的な役割もあります。
玉巻　笑うことはそんなに悪いことではないですよね。でもそうした
笑い声に対する自覚があること自体は素晴らしいですね。
中辻　私たちは合唱祭やオープンスクール、体育祭など学校行事の
司会進行（ＭＣ）も担当しますが、シナリオ通りにいかないことも多く、
アドリブでつなげることもあります。そんな時の間の持たせ方を教え
てください。
玉巻　イベントならばあらかじめお知らせしたいことの載ったチラシ
を何枚か持っておいて、困ったらこれを言おうと準備します。
古川　前の出し物を振り返って、「どうでした？」などと客席とコミュ
ニケーションを取りながら間を持たせるという方法もいいですよ。

関西弁から標準語への切り替えスイッチを
中辻　ドラマを撮影している時などに関西弁がどうしてもポロっと出
てしまい、撮り直しすることがあります。大阪ご出身のお二人ですが、
関西弁と標準語で苦労することはありますか？
古川　関西弁から標準語への切り替えは気合ですね。ニュースなど
の原稿を読む時は、自分の中でパッと標準語のスイッチを入れます。
私は親が関西出身ではなかったので、子供のころは母親とは標準語、

友達とは関西弁という使い分けをしてきたからスイッチのオン・オフ
には慣れているのかもしれません。自分でコントロールできることが
大事で、今日は標準語だけで話そうというような訓練を放送部の
なかでやってみたらどうですか。
玉巻　関西弁と標準語を上手に使い分けているアナウンサーは多い
と感じます。私も相手が緊張しているなと思った時は、あえて関西弁
で話し掛けたりします。

癖なく素直な話し方　マイクに頼らない意識
北村　私たちはドラマ制作の活動が多く、アナウンスの訓練は不十
分だなと思っています。どうやったらアナウンサーの皆さんのような
話し方ができるようになりますか？
古川　私はアナウンスのコンクールの審査員をやることもあります
が、アナウンサーぽくやろうとしてわざとらしい話し方になる人がい
ます。実はアナウンサーは癖なく原稿を読んでいます。素直な話し
方が一番大事ですね。
玉巻　入社して研修の時はテレビニュースをよく聴くことからやりま
した。好きな話し方のアナウンサーを真似して練習しました。
古川　現代はインターネットでもニュースの動画と字幕が出るので、
昔のように録画してテープ起こしするような手間もかけずに簡単に練
習できます。
北村　私たちはラジオドラマを年間５～６本、テレビドラマを２本
制作していて、その中で女子の声がマイクに入りやすいのに、男子
の声は入りにくく苦労し
ます。プロは声の調子を
どうやって調整している
のですか？

玉巻　私は「マイクに頼らないで」と教えられました。マイクに届く
声量、ではなくスタジオの一番後ろにいる人にも届く声量を意識して
います。声が出にくいなと思った日は、その場でも体をほぐすように
しています。
古川　下読みの時点で本番の声で読むようにします。それだけでな
くハミングでのどを温める方法も習いました。本番中に自分の出番ま
で声が出せない時もありますが、周囲に気付かれないようにハミン
グで準備することもあります。

家族の意外な感想が参考に
古川　お二人は将来どんな道に進みたいのですか？
中辻　声を出す仕事にも興味はありますが、番組やドラマを制作す
るようなことをしたいです。いずれにしてもメディアの分野に進みた
いです。
北村　私は話す方ではなく、ドラマの編集などに興味があります。
編集では放送部員のなかで意見がぶつかることもよくあります。お二
人は番組編集の人と意見交換するようなことはありますか？
玉巻　直接のやりとりはあまりないですが、「『ここでしゃべったら編
集しにくい』と思われるかもしれない」などと、できるだけ編集を意
識しながらロケをします。実際に編集された放送を見ると、自分で
は良いと思ったところが使われていないこともあるので、放送を見て
勉強します。
古川　私は毎日放送に入社する前の２年ほどフリーで仕事をしてい
て、自分で企画して原稿も書き、カメラマンを連れて行ってディレク
ターのような指示もし、ナレーションもしていました。その経験のお
陰でディレクターの思いを何となく想像できるので、実際のインタ
ビューなどでその経験がプラスになっています。

玉巻　私は「こんな話が欲しかった」と後から言われないように現
場ではできるだけ取材漏れや撮影漏れのないように意識します。
古川　番組への客観的な意見としては家族の素直な感想が結構参考
になります。母は素人ですが、素人だからこそ意外なことを言われ、
気付かされることがあります。

刺激に満ち、同じ１日がない仕事
中辻　アナウンサーをやっていて良かったなと思うことと難しいなと
思うことは何ですか？
古川　本当に多くの人に自分のやっていることを見てもらえるのが大
きな喜びであると同時に、恐ろしい
ところです。読み間違いがあっとい
う間にインターネットで広まることも
ある時代です。恥ずかしさも何百倍
になることや批判を受ける覚悟は必
要です。でも自分の子供たちに自分
の姿を見せられるというのはうれし
いですね。
玉巻　毎日が刺激に満ちて楽しいです。同じ１日がありません。こ
の仕事をしていなかったら出会えなかった人に出会えたり、行けな
かった所に行けます。
中辻・北村　本当にいろいろと教えていただきありがとうございました。

多くの人に見てもらえるアナウンサー
喜びは大きいが、批判を受ける覚悟も
　常翔学園の設置学校に在籍する学生、生徒、教職員が各界の “一流人” と語り合う「クロストーク」。第３回は常翔学園高３年で
放送部部長の中辻まなみさんと部員の北村莉咲さんの２人が、大阪の毎日放送（ＭＢＳ）のアナウンサー、古川圭子さんと玉巻
映美さんにアナウンスについての疑問やその面白さなどを聞きました。
　同高放送部は先月、ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト（創作テレビドラマ部門）に大阪府代表として初出場したばかりです。毎日放送
本社を訪れた２人は、日ごろのドラマ制作やアナウンス活動で気になっていたことについて、プロならではのアドバイスをもらいました。

（１８ページに関連記事） 

中辻さん：私たちの足りない点をどうすれば乗り越えられるか、「プロの目線」
を感じられてとても有意義な時間になりました。 
北村さん：家族などの目線が必要というのは私たちにない発想でした。放送
部がすぐ実践できることをたくさん教わったので早速部員みんなに伝えます。

インタビューを終えて

ふるかわ・けいこ　１９９３年毎日放送入社。
担当番組は「医のココロ」（土）、「ちちんぷい
ぷい」（木）、「子守康範 朝からてんコモリ！」
（月・火）など。趣味は宝塚歌劇鑑賞。元今宮戎
ミス福娘。ＪＡＬのグランドスタッフとして伊丹
空港で勤務の経験も。神戸女学院大学卒。
大阪府出身。

たままき・えいみ　２０１５年毎日放送入社。
担当番組は「プレバト！」（木）、「ＮＥＷＳ
ミ ント！」（木・金）。転勤族の家庭で、大阪、
奈良、東京、香港、ニューヨーク、ボストン
に住んだ経験あり。趣味はミュージカル鑑賞、
ゴルフ、サックス。早稲田大学卒。大阪府
出身。

左から玉巻さん、北村さん、中辻さん、古川さん（毎日放送のスタジオで）
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×
毎日放送（ＭＢＳ）アナウンサー

古川 圭子さん
ふるかわ・けいこ

毎日放送（ＭＢＳ）アナウンサー

玉巻 映美さん
たままき・えいみ

常翔学園高校３年 放送部部長

中辻 まなみさん
なかつじ・まなみ

常翔学園高校３年 放送部部員

北村 莉咲さん
きたむら ・ りさ

page29
「キラリ＊Josho note」page２９は、畑違いの金型作りに挑戦したグランプリでチームを銀賞に導いた大阪工大の生田圭亮さんと、
人間くさい大阪を愛し、労働者の街「あいりん地区」の建築を卒業研究のテーマに取り組む摂南大の松葉理紗さんです。今回も常翔
学園のキャンパスでキラリと輝く学生たちを紹介します。

キラリ＊Josho note 

　今年４月の第１１回学生金型グラン
プリ（日本金型工業会主催）のプレス
用金型部門で銀賞を獲得した大阪
工大チームのリーダーとして、生田さ
んは６人のメンバーをまとめました。
企業の協力を得ながら学生が金型製
作の設計から、金型加工、組み立て、
成形までを行い、できた製品の出来

栄えを競う大会です。課題は
円すい形の「とんがり帽
子」。その形を作るための
金型を約８カ月かけて製
作し、実際に金属の「と
んがり帽子」をプレス成

形します。
　「同期の友人が前回大会に参加して
いて楽しそうだったので」と自分もや
りたいと手を挙げた生田さん。普段は
アルミニウム板を鋳造するロールキャ
スターを研究する生田さんですが、「い
つも溶けた金属を相手にしていて、固
まった金属を扱うのは畑違いですが、
工業大学生としてもっと視野を広げる

必要があると自覚していたのでチャレ
ンジしました」と振り返ります。その
積極性を買われてリーダーにも選ばれ
ましたが、金型製作は大学の授業に
はなく、始めは金型加工の企業の協
力でできた図面を理解するという一か
らの勉強でした。金型の加工、製品
のプレス成形は学内の「ものづくりセ
ンター」の設備を使い担当を決めて
進めましたが、金型の部品が圧力を
かけた時に破損したり、できた製品に
割れが発生したり、思わぬアクシデン
トも。そのたびに試行錯誤を繰り返し、
金型の大きな修正は５回にもなりまし
た。そんな苦労の一方で金型加工の
９社の現場を見る機会も得ました。「同
じ金型でも大型から精密なものまであ
り、企業ごとのさまざまな工夫やノウ
ハウを学べ、実に楽しい時間でした」
と話します。
　製品の良さだけでなく「環境にやさ
しい」金型という課題もあり、プレゼ
ンテーションではプレス時に油を使わ

　自宅のあちこちにポップな絵を飾っ
ていた父の影響もあって、「物心がつ
いたときから絵の具を持っていまし
た」と話す松葉さん。抽象画で有名
なロシア出身の画家カンディンスキー
が大好きで、「絵は何時間でも描いて
いられます」と話すだけあって、大阪
市立工芸高３年の卒業制作で作った
絵本は「毎日・ＤＡＳ学生デザイン賞
高校生の部　銀の卵賞」で入選。摂
南大では美術部の部長も務め、大阪
の「裏難波」の飲み屋街を描いた作品
「味園ユニバース」で昨年の「摂大
文化大賞」も受賞しました。好きな映
画のロケ地巡りで訪れて目に留まった
風景です。「空の紫色のグラデーショ
ンにこだわり」と１カ月かけて描いた

力作です。
　住環境デザイン学科入学当初は高校
教諭を目指していましたが、学科で
専門科目を学ぶうちに人間工学に基
づく建築物や、熱、風、光などの自然
に建築を調和させることの面白さに目
覚め、本格的に建築の道に進むこと
を決めました。門真市や交野市との公
共建築協働事業にも参加し、自分の
考えが実際の形になっていくことの楽
しさに気付きます。市幹部らの前でプ
レゼンテーションを行ったり、テレビ
取材のインタビューにも答えたりする
など、研究室の“スポークスウーマン”
的役割も務めました。高校１年から地
元大阪市西成で続けるファーストフー
ド店のアルバイトで鍛えたコミュニ
ケーション能力のたまものです。
　卒業研究のテーマは、その西成の
「あいりん地区」で働く人たちの生き
がい創出のための建物や芸術活動
の場所の研究。戦後日本の高度経済
成長を支えてきた労働者の街ですが、

労働者の高齢化が進んでいる地区の
現状を目の当たりにし、「２２年間西成
に住んでいるのに何も知りませんでし
た。自分が学んだことを地元に還元し
たい」と自身の研究の集大成にするこ
とを決意しました。「建物がただの『箱』
になってしまわないように、使う人の
ことを考えて設計をしたい」と常に人
の気持ちになって図面を引きます。
　卒業後は「大学院へ進み、建築会社
で経験を積んだ後は自分の設計事務
所を開きたいです」と将来の夢を語る
松葉さん。思いやりにあふれた創作
意欲と地元大阪愛がキラリ光ります。

ないように、部品に特殊な銅合金を
使用したことなどをアピールし、企業
からも注目され銀賞につながりまし
た。ものづくりへの強い思いは変わら
ない生田さんですが、「金型加工の奥
深さを知って視野が広がり、逆に進む
分野に迷いが出てきました」と打ち明
けます。知らないことを謙虚に自覚し、
成長の糧にしようとする姿勢がキラリ
光っています。

卒業研究は
「あいりん地区」

摂南大学　住環境デザイン学科４年 大阪工業大学大学院　
電気電子・機械工学専攻博士前期課程１年

松葉 理紗 さん まつば・りさ

ものづくりセンターで

摂大文化大賞を受賞した作品「味園ユニバー
ス」を手に

金型グランプリで展示したポスターと

完成した金型

門真市幹部らに提案プレゼンテーションを
行う松葉さん

原点は幼いころからの絵
人に寄り添った建築家に

ものづくりの視野が
広がった金型グランプリ

生田 圭亮 さん おいだ・けいすけ

思わぬアクシデントに
試行錯誤を繰り返し

金型でプレス成形
した製品
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GAKUEN NEWS
■ 顧問 ■ 新採用者紹介

　学園は寄附行為に基づき、２０１９年６月２５日開催の理事会で近江勉氏、里村裕氏を、７月２３日開催の理事
会で越前屋棟氏を顧問に再任しました。なお、任期は近江氏、里村氏が２０１９年７月２０日～２０２０年７月１９日、
越前屋氏が２０１９年８月１日～２０２０年７月３１日。

　学園は７月８日付で事務系職員
を迎えました。

眞田 裕之 さなだ・ひろゆき
嘱託職員（事務職員）

■事務系職員

所属：施設部施設課

福祉施設で学びながら働ける「まな・はたプロジェクト」が２０２０年度にスタート
広島国際大が５月２４日、社会福祉法人広島

常光福祉会と「まな・はたプロジェクト」に関
する連携協定を締結しました。このプロジェク
トは同大の医療福祉学科で学びながら、同会
の正職員として働くことが最大の特長。４年間
の学費と同額で最大８年間の在籍を認める同
大学の長期履修制度と、同会が福祉業界で初
めて導入した週休３日制などのメリットを活用。
労働人口の減少や若者の福祉離れといった課

JOSHO TOPICS

「豊かなくらし 心と体の健康を考えるシンポジウム」を
開催しました

摂南大PBLプロジェクトの学生が企画し、酒造会社八木酒造（奈良市）
と協働で開発した酒「初瀬姫」が、寝屋川市内の酒店などで９月に発
売される予定です。この酒は、１月２５日に開催された「ワガヤネヤガワ・

ベンチャービジネスコン
テスト２０１８」でグランプリ
を受賞。女性にも飲みやす
い新感覚の酒をコンセプト
に開発したもので、商品名
は同市のマスコット・キャ
ラクター「はちかづきちゃ
ん」のモデルとなった民話

「鉢かづき姫」の主人公の名前に因んでいま
す。使用した材料は、同市の特産品のサツ
マイモと同大が連携協定を結ぶ和歌山県由
良町の特産品のみかん。度重なる試作を経
て、芋焼酎の芳醇な甘みを残しつつ、みか
んの爽やかな香りを生かした酒が完成しまし
た。また、ラベルのデザインも摂南大生が
考案。学生のこだわりが詰まった商品となり
ました。
開発に携わった丸井徹哉さん（生命科学科４年）は「このお酒が寝屋川

や由良について知ってもらうきっかけになれば」と思いを話します。

完成した「初瀬姫」

試作を行う学生ら。香りも入念に確認

広島国際大は６月１日、「豊かなくらし 
心と体の健康を考えるシンポジウム」を
東広島キャンパス講堂で開催し、地域
住民ら約２０００人が参加しました。
第１部のパネルディスカッションは、

２０２０年４月開設予定の健康スポーツ学部
（設置認可申請中）と健康科学部に就任予定の教員５人が「しあわせと健康に
ついて考える」をテーマにスポーツ学、福祉学、心理学、経営学、栄養学の各
専門分野からアプローチした健康に関する講演を行いました。第２部は、新井
貴浩氏（野球解説者・元広島東洋カープ選手）をゲストに迎え、「あきらめない心」
をテーマにトークショーを実施。現役時代のエピソードや復帰時の裏話なども飛
び出し、会場は大いに沸きました。このほか健康イベントも同時開催。健康・
予防に関する体験ブース「ミニ健康フェア」では、学生と教員が来談者に骨密度・
筋肉量の測定や頸動脈エコー検査、聞こえのトレーニングなどを行いました。
同大では今後も地域住民に寄り添い、心身の健康についてともに考える機会

を提供していきます。

「１００年後に残したい新聞記事」を
考える
常翔啓光学園中では、１年生を対象に新聞を学校の授業
の教材として活用するＮＩＥ（新聞活用学習）を実施。日本
新聞協会から２０１９年度のＮＩＥ実践指定校として、大阪府
内２４校の１校に選ば
れています。
生徒は、４月に産経

新聞記者から新聞の
読み方や構成などに
ついて教わり、６月
からは実際に掲載さ
れた記事から「１００
年後に残したい新聞
記事」について「調べ学習」をスタートさせました。今後
は調査内容を模造紙にまとめ、８月の啓光祭で発表。生徒ら
は学んだ知識を生かし、魅力ある記事の作成と発表に向け
て準備を進めています。

グループで調べ学習を進める

パネルディスカッションに登壇する教員ら

はつ　せ　ひめ

サツマイモとみかんピールの酒「初瀬姫」が９月に発売予定

川島裕弘さん（大阪工大建築・都市デザイン
工学専攻博士前期課程１年）が、第５０回毎日・
ＤＡＳ学生デザイン賞（大学生の部）で建築部
門賞を受賞しました。同賞は、大学生や専門
学校生が感性と創造力を競うもので、建築部
門のほか、グラフィック部門や空間デザイン部
門などがあります。
今回受賞した作品は、川島さんが学部卒業

時に卒業設計作品として制作したもので、作
品名は「滲む境界～混在的都市創出による都
市更新の提案」。これからの社会が外国人労
働者を多く受け入れることを前提に都市の在り

方を再構築してみせたもので、
近未来的な優れた提案であるこ
とが受賞の決め手となりました。
川島さんは「講評で自分の
考えを評価され、自信がつきま
した。今回、受賞した『混在的
都市』を実際に社会で提案でき
るよう、先進的な試みが行われ
ているドイツに留学し、都市計
画のプロセスを学ぶ予定です」
と喜びと今後の目標を語ってくれました。なお、
本作品は、日本建築学会近畿支部や、日本建築家

川島さんが毎日・ＤＡＳ学生デザイン賞
（大学生の部）建築部門賞を受賞

調印を終えた焼廣益秀広島国際大学長（左）と柿木田勇広島
常光福祉会理事長

題へのアプローチとなります。また、経済的
な理由により進学をあきらめる若者や社会人
の学び直しの支援を目的としています。主に
進学と就職を同時にスタートする方が対象です
が、既に就職中の進学希望者や進学後の就職
希望者も対象とします。
募集開始は今年度の就職試験及び入学試験

から。新しい学び方、働き方に大きな期待が
寄せられます。

川上村木匠塾（塾長：寺地洋之大阪工大建築学科教授）は５月３０日、
日本建築学会から建築教育の発展に貢献した著しく優れた教育プログ
ラムや教材を対象とする「日本建築学会教育賞（教育貢献）」を受賞し
ました。

同塾は１９９８年に発足。現在は、
大阪工大（１９９９年から参加）を含
む近畿圏内の建築や住環境系学科
を有する５大学で組織し、摂南大も
２００４年から９年間参加していました。吉野林業発祥の地である奈良県
川上村を拠点に間伐や皮むきなどの林業体験、間伐材を使った創作活
動と補修作業を村民や林業関係者と交流を深めながら行っています。
発足当時、実地でのアクティブ・ラーニングやＰＢＬ（課題解決型学習）
を行う教育機関はまだ少なく、先進的な取り組みでした。昨年開塾２０
周年を迎え、修了生の延べ人数は１４００人を超えています。
また、２０周年を機に修了生による「川上木匠会」を設立。川上産吉野材
の販売や普及を促進し、川上村、５大学、企業が相互に連携する新たな林
業ビジネスのシステム化を目指しています。寺地教授は、「長年の教育活
動の成果が評価されました。ものづくりを通じた実践的な学びにより、学
生は大きく成長します。今回の受賞を糧に、地域経済の活性化も見据えて
活動の密度を更に高めていきたい」と受賞の喜びと抱負を語りました。

川上村木匠塾が
「日本建築学会教育賞（教育貢献）」を受賞

受賞作品「滲む境界～混在的都市創出による都市更新の提案」

協会近畿支部主催の卒業設計コンクールにも
入選し、各方面から高く評価されています。

毎年約８０人の学生が参加し、村にも活気が生まれる

薪小屋の壁柱の積層工事を行う

19 20FLOW | No.85 | August, 2019 August, 2019 | No.85 | FLOW

近江 勉（おうみ・つとむ）〈前〉
●大阪経済大学経営学部経営学科卒。
中央大学法学部卒。６６年４月学園事務
職員。経営企画室長、大阪工業大学学長
室長などを経て、１０年１０月から１３年
３月常翔啓光学園理事長。０２年５月から
０８年６月評議員。０８年７月から１８年７
月理事。同年７月顧問。

里村 裕（さとむら・ゆたか）〈前〉
●大阪大学大学院工学研究科博士課程
修了。８８年４月大阪工業大学工学部助
教授。９７年４月教授。１１年４月から１６
年３月常翔啓光学園中学校・高等学校校
長。１３年４月から１６年７月評議員。１４
年７月から１８年７月理事。同年７月顧問。
大阪工業大学名誉教授。工学博士。

越前屋 棟（えちぜんや・むね〈前〉
●大阪工業大学高等学校土木科卒。越前
屋工業所専務取締役などを務める。８５年
６月から９４年６月評議員、９１年６月から
９４年６月同議長。９４年７月から９７年
７月監事。０８年６月から１４年６月評議
員、０８年７月から１６年７月理事。同年
８月顧問。


